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号 

 

 
    

会 

長 

改 

選 

の 

お 

知 

ら 

せ 

当
協
会
の
規
約
第
６
条
に
て
、「
会
長
は
、
役
員
会
の
推
薦

に
よ
り
選
出
し
、
総
会
で
承
認
を
得
る
」
と
定
め
ら
れ
、
規

約
第
７
条
に
て
、
会
長
の
「
任
期
は
、
３
年
と
し
、
再
任
を

妨
げ
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

会
長
改
選
の
時
期
は
、
来
年
３
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
新
会
長
と
し
て
適
任
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

自
薦
、
或
い
は
、
他
薦
を
、
１
月
１
５
日
ま
で
、
事
務
局
長

の
西
田
和
平
あ
て
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

現
代
俳
句
年
鑑
２
０
２
２ 

参
加
者
一
句
抽
出 

 

薔
薇
の
園
七
つ
の
罪
を
美
し
く 

 
 

青
島
玄
武 

 
 

少
年
に
な
り
切
る
少
女
半
仙
戯 

 
 

荒
尾
か
の
こ 

 
 

冬
瓜
の
Ｄ
Ａ
Ｄ
Ａ
は
つ
る
り
と
向
き
を
変
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
知
子 

 
 

一
房
の
ぶ
ど
う
に
百
の
語
り
種 

 
 

志
賀
孝
子 

 
 

シ
ー
ソ
ー
の
不
安
な
着
地
花
月
夜 

 

徳
山
直
子 

 
 

羽
衣
を
縫
う
母
の
影
竹
の
秋 

 
 
 

中
山
宙
虫 

 
 

菜
の
花
の
帯
を
た
ど
り
て
君
の
逝
く 

萩 

瑞
枝 

 
 

恋
文
を
入
れ
て
し
ま
っ
た
冬
ポ
ス
ト 

林 

よ
し
こ 

 
 

資
本
論
読
了
夜
半
の
寒
気
団 

 
 
 

右
田
捷
明 

 

今
年
の
参
加
者
は
、
現
代
俳
句
協
会
全
体
で
１
７
８
３
名
、

８
９
１
５
句
で
し
た
。
当
会
の
参
加
者
は
９
名
で
し
た
。 

来
年
も
、
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。 

３
０
年
永
年
会
員
作
品
『
現
代
俳
句
』
２
０
２
１
年
１
２
月
号 

夏
空
を
コ
ロ
ナ
浮
遊
す
令
和
の
世 

 
 
 
 

佐
藤
恵
美
子 

第
３
０
回
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
祈
念
俳
句
大
会 

〈
最
優
秀
賞
〉 

鳥
帰
る
そ
れ
ぞ
れ
Ｖ
型
Ｗ
型 

 
 
 

荒
尾 

快
晴
（
小
５
） 

〈
優
秀
賞
〉 

逆
上
が
り
さ
か
さ
ま
に
み
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

 

榎
本 

悠
里
（
小
５
） 

か
ぜ
た
べ
る
大
き
な
口
の
こ
い
の
ぼ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
し
ば
し
り
か
子
（
小
２
） 

令
和
３
年
度
湯
河
原
文
学
賞
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ

２
０
２
２
俳
句
交
流
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
入
選 

妹
が
螢
の
群
れ
に
入
っ
て
く 

 
 
 

内
野
奈
智
（
小
６
） 

 

＊
荒
尾
市
で
、
会
員
の
荒
尾
か
の
こ
さ
ん
と
徳
山
直
子
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
る
、
春
・
夏
休
み
の
こ
ど
も
俳
句
教

室
か
ら
の
入
賞
で
し
た
。 

第
２
７
回
全
国
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル 

〈
対
馬
康
子
特
選
〉 

ハ
イ
ヒ
ー
ル
か
つ
か
つ
島
の
踏
絵
伝 

 
 

西
村
楊
子 

第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
俳
句
大
会 

〈
優
秀
賞
〉 

ク
ロ
ー
ル
の
息
継
ぎ
で
見
る
空
の
青 

 
 

西
村
楊
子 

第
５
８
回
熊
本
県
俳
句
大
会 

県
知
事
賞
・
岩
岡
中
正
特
選 

銀
河
よ
り
兄
の
降
り
来
る
渚
か
な 

 
 
 

徳
山
直
子 

野
田
遊
三
特
選 

乾
坤
の
青
の
深
さ
よ
終
戦
忌 

 
 
 
 
 

荒
尾
か
の
こ 

第
４
３
回
県
民
文
芸
賞 

 

俳
句
部
門
・
次
席 

 

林
紀
子 

令
和
三
年
漱
石
忌
法
要
句
会
１
２
月
４
日 

西
口
裕
美
子
選 

三
席 

き
ん
つ
ば
の
六
面
平
ら
漱
石
忌 

 
 
 
 
 
 

西
村
楊
子 

『 

現
代
俳
句 

』 

列 

島 

春 

秋  

掲
載
句 

２
０
２
１
年 

 
 

二
月 

臥
龍
梅
と
ん
で
異
郷
の
鬼
と
な
る 

 
 
 

木
庭
杏
子 

三
月 

野
焼
き
し
て
阿
蘇
に
集
ま
る
あ
ま
の
じ
ゃ
く 

 田
上
公
代 

四
月 

若
き
日
は
知
ら
ん
ぷ
り
し
た
桜
の
国 

 
 

加
藤
知
子 

五
月 

二
天
忌
や
背
後
か
ら
来
る
己
の
声 

 
 

榮
田
し
の
ぶ 

六
月 

青
天
の
天
に
挿
し
た
る
余
り
苗 

 
 
 
 

徳
山
直
子 

七
月 

崩
落
の
岸
に
桑
の
実
供
物
と
す 

 
 
 
 

志
賀
孝
子 

八
月 

つ
く
つ
く
し
球
磨
に
釘
穴
ま
た
増
え
て 

 

中
山
宙
虫 

九
月 

か
な
た
ま
で
干
潟
遊
ば
せ
ま
じ
ゃ
く
取
り 

萩 

瑞
枝 

十
月 

そ
ら
が
好
き
背
高
泡
立
草
の
ま
ひ
る 

 
 

林
よ
し
こ 

十
一
月 

羽
衣
伝
説
の
村
が
ざ
ぶ
ん
と
黄
落
す 

 

池
田
倫
子 

十
二
月 

軍
服
の
遺
影
は
二
十
才
十
二
月 

 
 
 

寺
尾
敏
子 

 

お 

知 

ら 

せ 
 

〇
『
現
代
俳
句
』
２
０
２
１
・
１
２
月
号 

風
土
記
篇
熊
本
～
火
の
国
・
水
の
国 

読
ん
で
頂
き
ま
し
た

か
。
紙
幅
の
都
合
上
、
会
員
皆
さ
ん
の
句
を
掲
載
で
き
な
か

っ
た
こ
と
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。 

◯ 

現
代
俳
句
協
会
の
年
会
費 

未
納
の
方
は
、
お
振
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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２
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５
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